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　10月6日、街コスin
かさまが開催されまし
た。笠間稲荷神社の周
辺は写真スポットが豊
富！ 
　みなさん、思い思い
のコスプレを楽しんで
いました。

　10月14日、 水 戸
フォトコスin笠間が、
笠間芸術の森公園で
行われました。
　参加者によると「笠
間は色々な景色があ
り、ゆったりと撮影
できる所がいい」と
のこと。 

10/14
水戸

フォトコス
in笠間

10/7
笠間

きつねの
祭典

10/6

街コス
in かさま

　10月7日、第1回笠間きつねの祭典が行われ、きつ
ねや妖怪に扮した参加者が門前通りを練り歩き、観光
客や見物客の皆さんを異次元の世界に誘いました。 
　祭典では、門前通り商店街とコラボして、各店舗で
プレゼントや特典も用意するなど多く参加者の方で賑
わいました。 

カーモンベイビー
アニオタ♪KASA MA

GRAFFITI



　9月29・30日、笠間芸術の森公園でか
さま新栗まつりが開催され、過去最大
71,000人の方が来場しました。 
1 目玉企画として、大きな栗カンブッシュ
づくりに挑戦！ 2 小学生が考える、栗の

「アイディアレシピコンテスト」で商品化
された作品 3 栗キッズランドのイガ栗
ダーツ 4 生栗、焼栗やモンブランなど、
とにかく栗づくし！

　10月20日から11月25日まで、
笠間稲荷神社をメイン会場に、
笠間の菊まつりが開催されてい
ます。 1 友好都市であるドイツ
ラール市風の装飾も 2 華麗なる
美しさ「假屋崎省吾の世界展」
3 茨城大学都市システム工学科
による「菊のプロムナード」

　10月20・21日、 友 部 公 民
館でふるさとまつりinかさま
が開催されました。 
1 岩間保育園の鼓笛隊による
演奏 2 摸擬店・バザー・農産
物販売など楽しみが沢山 3 マ
イナンバーPRブース「マイナ
ちゃんに聞いてみっぺ」。

9/29・30

かさま
新栗まつり

10/20～ 

笠間の
菊まつり

10/20・21

ふるさとまつり
in かさま 

10/6～8

笠間浪漫

1

1

　10月6～8日 の 三 連
休、笠間芸術の森公園で
笠 間 浪 漫 が 開 催 さ れ
81,800人の方が来場し
ました。 
1 会場の様子 2 台湾交
流事務所の開設記念ブー
スでは台湾グルメが勢揃
い！ 3 笠間特別観光大
使のNEVA GIVE UPの
ライブで大盛り上がり♪ 
4 お気に入りの笠間焼
を探すのもよし。

2
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　10月13日に笠間市総
合公園でかさま市民運動
会2018が開催され、約
2,500人が参加しました。 
1 みんなでラジオ体操
2 あいこが勝ちよ。で大
盛り上がり 3 必死のリ
レー。

10/13

かさま市民
運動会
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自力で病院へ行けるとき

救急医療はマナーを守って受診しましょう

○通常の診療所や病院で受診するよう心掛けましょう。
○ 「日中は仕事だから」「平日の診療所や病院は混むから」など、自分の都合を優先させた受診はご遠慮ください。
○ 判断に迷ったときは、かかりつけ医や電話相談などへ相談しましょう。

本当に治療を必要としている人がきちんと受診ができるように、マナーを守った受診にご協力ください。

受診にあたってのマナー

急な病気やけがをしたときはどうするの？
重症で自力で病院へ行けないとき 救急車（☎119）を呼んでください。

市立病院（平日夜間、日曜日）または休日診療当番医（祝日、年末年始）を受診してください。
【市立病院】 （笠間市南友部1966-1　TEL 0296-77-0034）

開　設　日 受け付け時間 小児科 内科 外科 歯科
夜間：月～金曜日（祝日、12月31日～1月3日を除く） 午後7時～9時 ● ● － －

日曜日（12月30日～1月3日を除く） 午前9時～午後5時 ● ● － －

【休日診療当番医】 （保健センター年間予定表でご確認ください）
開　設　日 受け付け時間 小児科 内科 外科 歯科

祝日・12月30日～1月3日 午前9時～午後5時 ● ● － －

◎休日夜間緊急診療所の受け付け時間外の場合

◎通常の診療時間の場合

◎休日夜間緊急診療所の受け付け時間内の場合

●県立こども病院（子どものみ）TEL 029-254-1151
　電話受け付け時間／午後10時～翌日午前2時　　診療時間／午後11時～翌日午前3時
　※�対応できない場合がありますので、必ず事前に電話で相談してください。

かかりつけ医を受診してください。

● 夜間や休日の救急電話相談
　急な病気で心配なときに相談してください。

相　談　先 受け付け時間 電　話　番　号

茨城子ども
救急電話相談

月～土曜日
（午後5時30分～翌朝午前9時） プッシュ回線の固定電話、携帯電話から

短縮ダイヤル ＃8000
※すべての電話からTEL 03-5367-2367日・祝日・12月29日～1月3日

（午前9時～翌朝午前9時）

茨城おとな
救急電話相談

月～土曜日
（午後5時30分～翌日午前9時） プッシュ回線の固定電話、携帯電話から

短縮ダイヤル ＃7119
※すべての電話からTEL 03-5367-2365日・祝日・12月29日～1月3日

（午前9時～翌朝午前9時）
　※相談無料　※通話料は利用者負担

　市町村が設置する休日夜間診療所は、休日や夜間に比較的軽症の救急患者を診察する
ための診療所です。通常の診療所とは異なり、少人数での診療体制となっていて、応急
的な治療に限られています。出される薬も原則一日分ですので、かかりつけ医などで再
度治療が必要となる場合もあります。

休 日 夜 間 緊 急
診療所について
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● 救急医療情報コントロールセンター　TEL 029-241-4199
　受け付け時間／月～土曜日　　午前9時～午後5時30分
　※�紹介を受けたら、受診できるかどうかを病院に電話で確認してください。
　※歯科の案内は行っていません。�※相談無料　※通話料は利用者負担

●茨城県救急医療情報システム
　【ホームページ】http://www.qq.pref.ibaraki.jp/

●いばらき医療機関情報ネット
　【ホームページ】http://www.ibaraki-medinfo.jp/

医療機関を知りたいとき

【問い合わせ】健康増進課　TEL 0296-77-9145

水戸市住吉町348  TEL029-304-0340水戸営業所

骨
髄
移
植
等
、特
別
な
理
由
に

よ
る
任
意
予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】	保
健
セ
ン
タ
ー
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市
で
は
、
次
の
対
象
者
が
任
意
で
再
度
予
防
接
種

す
る
費
用
の
助
成
を
、
10
月
1
日
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。

【
対
象
者
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
。

　（
1
） 骨
髄
移
植
手
術
等
、
病
気
や
そ
の
治
療
に
よ

り
接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
予
防
効
果

が
期
待
で
き
な
い
と
医
師
に
判
断
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

　（
2
） 再
度
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
、
笠
間
市
に

住
所
が
あ
る
こ
と
。

　（
3
） 接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
回
数
、
間
隔

が
規
定
ど
お
り
に
修
了
し
て
い
る
こ
と
。

　
※ 

こ
の
ほ
か
助
成
対
象
と
な
る
に
は
、
年
齢
な
ど

い
く
つ
か
要
件
が
あ
り
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

　 

　
予
防
接
種
に
か
か
っ
た
費
用
。
た
だ
し
笠
間
市

予
防
接
種
委
託
料
を
上
限
と
し
ま
す
。

【
助
成
の
受
け
方
】

　 
　
事
前
申
請
と
接
種
後
償
還
払
い
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「かさま健康ダイヤル24
 （24時間電話健康相談サービス）」
は11月30日で事業を終了します。
　12月1日からは、前述の機関をご利用ください。

◀茨城県救急医療
　情報システム

◀いばらき医療
　機関情報ネット
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【問い合わせ】保険年金課（内線144）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
に
か
か
る
費
用
の
適
正
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
、
保
健
師
が
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
は
、
国
民
健
康
保
険
の
使
用
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　

施
術
を
受
け
る
前
に
き
ち
ん
と
確
認
し
て
正
し
く
施
術
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

〈
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事
項
〉

・�

負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・�

療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
署
名
し
ま

し
ょ
う
。

・�

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

【
保
険
証
が
使
え
ま
せ
ん
】

　

×��

日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
疲
労
や
肩
こ
り
・
腰
痛
等

　

×��

病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
･
五
十
肩
等
）
に
よ
る
痛
み

　

×��

脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

　

×��

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

　

×��

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

　

×��

交
通
事
故
や
仕
事
中
に
起
き
た
負
傷

　

×��

保
険
医
療
機
関
（
病
院
な
ど
）
で
同
じ
負
傷
を
治
療
中

【
保
険
証
が
使
え
ま
す
】

　

外
傷
性
の
原
因
に
よ
る

　

◦�

打
撲

　

◦�

ね
ん
ざ

　

◦�

挫
傷
（
肉
離
れ
等
）

　

◦�

骨
折
・
脱
臼
（
緊
急
時
以
外
は
医
師
の
同
意
が
必
要
）

柔
道
整
復
師（
整
骨
院・接
骨
院
）の

正
し
い
か
か
り
方

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の

施
術
を
国
民
健
康
保
険
で
受
け
る
と
き

は
、
医
師
の
同
意
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
国
民
健
康
保
険
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
が
利
用
で
き
る
疾
病

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

【
保
険
証
が
使
え
ま
す
】

〈
は
り
･
き
ゅ
う
〉

�

◦�

神
経
痛　

�

◦�

腰
痛
症　

�

◦�

五
十
肩

�

◦�

リ
ウ
マ
チ

�

◦�

頸
腕
症
候
群

�

◦�

頸
椎
捻
挫
後
遺
症

〈
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

�

◦��

関
節
が
自
由
に
動
か
な
い
、
筋

肉
が
麻
痺
し
て
い
る
な
ど
の
症

状
が
あ
り
、
治
療
上
マ
ッ
サ
ー

ジ
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合

鍼
灸
師
の

正
し
い
か
か
り
方

【
配
布
窓
口
】

・
保
険
年
金
課

・
各
支
所
市
民
窓
口
課

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
の

特
許
が
切
れ
た
後
に
、
新
薬
と
同
じ
成

分
・
効
き
目
で
作
ら
れ
た
低
価
格
の
お

薬
で
す
。
価
格
は
新
薬
よ
り
3
～
5
割

程
度
安
く
な
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。

　

新
薬
と
同
等
の
薬
を
使
い
な
が
ら
、

薬
に
か
か
る
自
己
負
担
額
を
節
約
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

〈 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル

を
配
布
し
て
い
ま
す
〉

　

シ
ー
ル
を
保
険
証
に
貼

れ
ば
、
手
軽
に
意
思
表
示

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
価
格

や
使
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
医

師
・
薬
剤
師
と
よ
く
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

ジェネリック
医 薬 品 希 望
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【
問
い
合
わ
せ
】学
務
課（
内
線
3
7
3
）

市
内
小
中
学
校
で
留
守
番
電
話

（
音
声
案
内
）を
試
験
導
入
し
ま
す

11
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】秘
書
課（
内
線
2
2
5
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
女

性
も
男
性
も
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
自
ら
の
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

生
き
生
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

　

仕
事
、
家
庭
、
地
域
社
会
な
ど

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、
男
女

が
と
も
に
夢
や
希
望
を
実
現
で
き

る
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
幸
せ
な
社

会
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
22
日（
月
）、
子
育
て
と
仕

事
を
両
立
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む「
N
P
O
法
人
子

連
れ
ス
タ
イ
ル
推
進
協
会
」
と
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
女
性
に
着
目
し
た
起
業
・
復
職

セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に
構
成
す
る「
マ

マ
カ
レ
ッ
ジ
事
業
」
や
企
業
向
け

の
雇
用
継
続
の
促
進
に
つ
な
が
る

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
子
連
れ
出
勤
の

試
行
を
中
心
と
す
る「
多
様
な
働

き
方
の
促
進
事
業
」
を
公
私
連
携

で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
を
是
正
す
る
働
き
方
改
革
と
、
授
業
の
準
備
な
ど
児

童
生
徒
の
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
12
月
よ
り
留
守
番
電
話
（
音
声
案

内
の
み
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
録
音
は
で
き
ま
せ
ん
）
を
試
験
導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
音
声
案
内
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
お
電
話
で
の
取
次
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◯
留
守
番
電
話
の
試
験
導
入
日

　
12
月
1
日（
土
）

　
※
本
運
用
は
、
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
予
定

◯ 

留
守
番
電
話
の
設
定
時
間（
学
校
に
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
時
間
）

（1）
平
日

小
学
校

（
南
小
校
舎

含
む
）

夏
期

（
4
月
～
9
月
）
午
後
7
時
～
翌
朝
午
前
7
時
30
分

冬
期

（
10
月
～
3
月
）
午
後
6
時
～
翌
朝
午
前
7
時
30
分

中
学
校

（
南
中
校
舎

含
む
）

夏
期

（
4
月
～
9
月
）
午
後
8
時
～
翌
朝
午
前
7
時
30
分

冬
期

（
10
月
～
3
月
）
午
後
7
時
～
翌
朝
午
前
7
時
30
分

　
　
※�

部
活
動（
朝
練
習
）
等
が
あ
る
場
合
に
は
翌
朝
午
前
7
時
ま
で
。
た
だ
し
、
授

業
参
観
や
学
校
行
事
等
の
際
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（2）
休
日

（
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
期
間
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）
終
日
設
定

学
校
閉
庁
日

（
8
月
13
日
～
15
日
、
11
月
13
日

（
県
民
の
日
）、
創
立
記
念
日
）

　
　
※�

た
だ
し
、
授
業
参
観
や
学
校
行
事
等
の
際
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（3）
長
期
休
業
期
中

（
春
季
・
夏
季
・
冬
季
）

正
規
の
勤
務
時
間（
午
前
8
時
10
分

～
午
後
4
時
40
分
）を
除
く
時
間
帯

　
　
※�

学
校
に
よ
っ
て
多
少
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◀ 育児は、
　楽しみながら、
　のびのびと。

笠間市は、
女性が社会で
活躍するための
多様な働き方を
推進します！

協定書を手に。
光畑代表（左）と山口市長
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10
月
5
日
（
金
）、
男
子
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
「
リ
ッ
キ
―
」
こ
と
星ほ

し
の野
陸り
く
や也

プ
ロ
が
、
市
へ
凱
旋
報
告
に
訪
れ
ま
し

た
。

　

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
3
年
目
で
初
優
勝
を

飾
っ
た
、
日
本
男
子
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
フ

ジ
サ
ン
ケ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
4
日
間

す
べ
て
で
ト
ッ
プ
を
守
り
ま
し
た
。
星

野
プ
ロ
は
「
地
元
の
皆
さ
ん
の
声
援
の

大
き
さ
に
と
て
も
驚
い
た
。
こ
れ
か
ら

も
精
一
杯
悔
い
の
な
い
ゴ
ル
フ
を
し
て

笠
間
の
名
を
広
め
て
い
き
た
い
。」と
抱

負
を
語
り
、
市
長
か
ら
は
「
素
晴
ら
し

い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
市
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
と

な
る
。
ど
ん
ど
ん
活
躍
し
て
世
界
に
羽

ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。」と
エ
ー
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

男
子
ゴ
ル
フ

星
野
陸
也
プ
ロ
凱
旋
報
告

市を訪れた、星野プロ（左）

　

9
月
13
日
（
木
）、
笠
間
台
湾
交
流
事
務
所
を
8

月
に
台
北
市
に
開
設
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

日
本
の
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

た
め
来
日
し
た
台
湾
の
立
法
院
委
員
や
大
学
の
農

業
研
究
者
な
ど
が
、
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
栗
の
六
次
産
業
化
や
保
健
・
医
療
・

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ

ま
の
機
能
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
専
門
職
チ
ー
ム

が
介
護
予
防
を
行
う
様
子
な
ど
の
現
状
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

代
表
の
台
湾
立
法
院
委
員
の
蔡さ

い
ば
い培
慧け
い

さ
ん
は

「
地
域
の
特
産
品
を
生
か
し
た
取
り
組
み
や
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
笠
間
市
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

台
湾
の
政
府
関
係
者
が

笠
間
を
視
察

表敬訪問された台湾の皆さん
蔡 団長（前列右から3人目）

　

10
月
11
日
（
木
）、
笠
松
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
た
、
茨
城
県
健
康
福
祉
祭
い
ば

ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
笠
間

市
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
高
齢
者
ク
ラ

ブ
連
合
会
友
部
支
部
選
手
団
が
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
は「
ペ
タ
ン
ク
」の
部�

優
勝
、

「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
」
の
部�

準
優
勝
、「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
」
の
部�

第
三
位
と
い
う
輝
か
し
い

も
の
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ペ
タ
ン
ク
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、
来
年
行
わ
れ

る
「
第
32
回�

全
国
健
康
福
祉
祭�

紀
の
国

わ
か
や
ま
大
会
」
へ
の
出
場
権
を
手
に
し

活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好
成
績

ペタンクに出場した皆さん

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
買
い
物
に

行
く
こ
と
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
方
を
中

心
に
移
動
販
売
実
証
事
業
（
移
動
ス
ー

パ
ー
）
を
進
め
て
き
て
い
て
、
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
運
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
9
月

か
ら
株
式
会
社
カ
ス
ミ
に
委
託
し
、
毎
週

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
5
日
間
、
市

内
53
カ
所
で
の
移
動
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

移
動
ス
ー
パ
ー
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
乗
り
降
り
す
る
こ
と
な
く
、
車
の
周
囲

を
ま
わ
り
な
が
ら
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
動
販
売
車
運
用
開
始

品物を選ぶ市民の皆さん
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8
月
2
日
（
木
）、
身
に
付
け
た
高
度
な
産
業
技
術
の
腕
前
を
競
う
、
第
13
回
若
年
者
も

の
づ
く
り
競
技
大
会
が
石
川
県
で
開
催
さ
れ
、
日
立
工
業
専
修
学
校
3
年
の
引ひ

き
た田
仁ひ
と

志し

く
ん

（
友
部
中
出
身
）
が
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
で
見
事
銀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
職
種
で
は
、
工
場
の
自
動
生
産
設
備
を
模
し
た
装
置
を
用
い
て
、
課

題
に
応
じ
た
機
器
の
改
造
や
調
整
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
保
守
点
検
な

ど
を
4
時
間
以
内
で
完
成
さ
せ
る

と
い
う
も
の
で
、
28
組
（
56
名
）
が

技
能
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
全
国
の
職
業
能
力

開
発
施
設
や
工
業
高
等
学
校
等
の

学
生
4
4
5
人
が
15
職
種
で
参
加

し
ま
し
た
。

　

10
月
7
日
（
日
）、
茨
城
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
央
地
区
大
会

に
お
い
て
、
笠
間
市
を
代
表
し
て
第

12
分
団（
笠
間
地
区
）と
第
21
分
団（
鯉

淵
地
区
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
第
21
分
団
が
3
位
に
輝
き
、

1
番
員
の
山や

ま
ぎ
し岸
将ま
さ
ひ
ろ大
さ
ん
が
優
秀
選

手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
優
勝
し
た
水

戸
市
と
は
1
点
差
と
い
う
僅
差
で
、

市
の
代
表
と
し
て
素
晴
ら
し
い
動
き

を
披
露
し
練
習
の
成
果
を
充
分
発
揮

し
て
く
れ
ま
し
た
。

笠
間
市
消
防
団
が
県
央
大
会
で
奮
闘

第21分団による放水

　

9
月
30
日
（
日
）、
米
寿
を
迎
え
た
書
道
家

の
米よ

ね
か
わ川
香こ
う

庵あ
ん

さ
ん
（
本
名
：
米よ
ね
か
わ川
喜き
ぞ
う三
さ
ん
、

平
町
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
今
回
米
寿
記
念
と
し
て
開
催

し
た
展
覧
会
の
作
品
の
中
か
ら
19
点
を
、
市

内
の
小
中
学
校
や
公
民
館
に
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
対
し
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

米
川
さ
ん
は
、
寄
贈
に
あ
た
り「
道
徳
の

授
業
の
教
材
に
し
て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た

い
。
文
字
や
言
葉
の
意
味
、
そ
の
魅
力
を
こ

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
話

し
ま
し
た
。

道
徳
の
教
材
に
書
を
寄
付

左から、今
いまいずみひろし

泉 寛教育長、米川さん

若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
で
銀
賞
受
賞

銀賞を受賞した引田くん

　

9
月
26
日
（
水
）、
市
は
福
島
県
小
野
町
と

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
は
、
地
震
、

水
害
、
火
災
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

応
急
措
置
に
困
難
が
生
じ
た
場
合
に
、
避
難

に
必
要
な
施
設
や
救
援
物
資
の
提
供
等
を
相

互
に
行
う
も
の
で
す
。
小
野
町
の
一
部
地
域

は
江
戸
時
代
中
期
に
笠
間
藩
の
分
領
だ
っ
た

歴
史
が
二
市
町
を
結
び
つ
け
ま
し
た
。

　

山
口
市
長
は
「
協
定
を
き
っ
か
け
と
し
、

災
害
面
以
外
で
も
交
流
が
広
が
り
両
市
町
の

発
展
に
繋
が
れ
ば
。」と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

歴
史
の
繋
が
り
か
ら
災
害
協
定
へ

小野町の大
お お わ だ

和田 昭
あきら

 町長（左）
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「
救
急
の
日
（
9
月
9
日
）」
に
合
わ
せ
、

平
成
30
年
度
茨
城
県
救
急
医
療
功
労
者
知

事
表
彰
式
が
9
月
6
日
（
木
）
に
県
庁
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

笠
間
市
消
防
本
部
は
、
救
急
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
救
急
業
務
で
の
搬

送
先
病
院
選
定
な
ど
の
円
滑
な
運
用
が
功

績
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
救
急
医
療

の
確
保
に
貢
献
し
た
5
団
体
と
個
人
29
人

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

消
防
本
部
が「
茨
城
県
救
急

医
療
功
労
者
知
事
表
彰
」を

受
賞

表彰者集合写真

左から、白
は く た

田佳
よしひこ

彦さん、加
か と う

藤道
みちはる

春さん、加
か と う

藤法
の り お

男さん、山口市長、
鈴
す ず き

木 穣
ゆたか

さん、橋
はしもと

本年
としかつ

且さん

　

10
月
10
日
（
水
）、
笠
間
K
I
T
の
A

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
、
9
月
に
宍
戸

ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
開
催
さ
れ
た
、
ア

マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
第
15
回
県
シ
ニ
ア
市

町
村
対
抗
選
手
権
で
優
勝
し
た
こ
と
を

報
告
に
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

笠
間
K
I
T
・
A
は
4
度
目
の
出
場
で

初
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
主
将
を
務
め

た
加か

と
う
の
り
お

藤
法
男
さ
ん
は「
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
笠

間
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
回
の

優
勝
は
本
当
に
嬉
し
い
。」と
話
し
、
山
口

市
長
は「
シ
ニ
ア
の
み
な
さ
ん
の
優
勝
で
、

笠
間
市
の
ゴ
ル
フ
熱
が
さ
ら
に
高
ま
る
の

を
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
エ
ー
ル
を
贈
り

ま
し
た
。

笠
間
K
I
T・A
チ
ー
ム
が

初
の
栄
冠
に
輝
く

　

9
月
29
日（
土
）、R
A
N
伴と
も（
認
知
症
に
な
っ

て
も
伴と

も

に
生
き
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す

イ
ベ
ン
ト
）が
開
催
さ
れ
、ス
タ
ー
ト
地
点
の「
ケ

ア
ハ
ウ
ス
か
さ
ま
」か
ら
ゴ
ー
ル
の「
陽
だ
ま
り

館
」ま
で
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
T

シ
ャ
ツ
を
着
た
ラ
ン
ナ
ー
を
沿
道
の
市
民
が
応

援
し
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
と
い

う「
非
日
常
な
」体
験
・
出
会
い
・
気
づ
き
か
ら
、

認
知
症
の
人
と
一
緒
に
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
日
常
」

が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

力走する参加者

　

10
月
8
日
（
月
・
祝
）、
あ
た
ご
天
狗
の
森
で
第

5
回
か
さ
ま
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ー
ス
は
、
24
km
の
ロ
ン
グ
と
17
km
の
シ
ョ
ー

ト
、
そ
し
て
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
北
は
岩
手

県
か
ら
南
は
愛
媛
県
ま
で
総
勢
5
6
7
名
の
方
が

参
加
し
、
笠
間
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
起
伏

に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

登
山
道
を
利
用
し
た
コ
ー
ス
設
定
の
た
め
、
途

中
に
傾
斜
の
き
つ
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
選
手
の
皆

さ
ん
が
辛
そ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然

を
満
喫
し
な
が
ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

山
を
駆
け
巡
る
。
か
さ
ま
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

コースを堪能する、選手の皆さん
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9
月
25
日
（
火
）、
笠
間
市
は
、
保
育
教
諭
の
質
の
向
上
と
保
護
者
が
満
足
す
る

こ
ど
も
園
を
目
指
す
た
め
、
学
校
法
人
大
成
学
園
と
、
市
立
こ
ど
も
園
の
運
営
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、「
公
立
保
育
所
お
よ
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
民
営
化
方
針
」
に

基
づ
き
進
め
た
も
の
で
、県
内
学
校
法
人
を
募
集
し
、審
査
、決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

大
成
学
園
に
よ
る
運
営
は
来
年
4
月
1
日
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
の

基
本
理
念
と
指
導
計
画
を
継
続
し
な
が
ら
大
成
学
園
の
特
色
あ
る
教
育
と
保
育
を

取
り
入
れ
ま
す
。

　

笠
間
市
は
、
こ
れ
か
ら
も
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
立
こ
ど
も
園
の
運
営
を
大
成
学
園
へ

　

9
月
23
日
（
日
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ

ま
の
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
市
長
は
「
建
物
の
内
外
装
だ
け
で

な
く
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
な
っ
た
地
域

複
合
施
設
の
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
を
更

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
出
身
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
飛と

び
た田
和わ

華か

さ
ん
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

美
し
い
音
色
が

来
場
者
を
魅
了

し
式
典
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

演奏を披露する、飛田さん

全
国
出
場
目
指
す
友
小
合
唱
隊

　

10
月
4
日
（
木
）、
友
部
小
学

校
合
唱
隊
が
、「
N
H
K
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
茨
城
県
大
会
」
で
銀

賞
、「
T
B
S
こ
ど
も
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
T
B
S
コ
ン
ク
ー
ル
の

最
終
選
考
の
結
果
最
優
秀
賞
と

し
て
、
東
日
本
優
秀
演
奏
発
表

会
出
場
が
決
ま
り
、
市
に
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

友
部
小
学
校
合
唱
隊
は
、
茨

城
県
代
表
と
し
て
平
成
31
年
1

月
7
日
に
江
戸
川
区
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）
で
開
催
さ

れ
る
、
東
日
本
優
秀
演
奏
発
表

会
へ
出
場
し
、
全
国
大
会
出
場

を
か
け
て
発
表
会
に
挑
み
ま
す
。

報告に訪れた友部小合唱隊の皆さん、左端は山口市長

旭ヶ丘ソフトの皆さん 選手の皆さん

第8回 市長杯ソフトボール大会
8月26日（日） 岩間B＆G海洋センター
優　勝　旭ケ丘ソフト
準優勝　旭ソフト
第３位　�東宝・ワカバ、住吉SAM

第5回 県市町村選抜ソフトボール大会
9月29日（土）八千代町民公園ほか
第3位　�柿橋ソフトボールクラブ

右から大成学園 額賀理事長、山口市長

平成30年　広報かさま11月号（No.152）11



【
日　
時
】12
月
8
日（
土
）

【
会　
場
】笠
間
公
民
館
大
ホ
ー
ル（
笠
間
市
石
井
2
0
6
8
―
1
）

【
定　
員
】5
0
0
名 

入
場
無
料
（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

【
内　
容
】

　
◆
開
　
　
　
会
…	

午
後
1
時（
開
場
：
午
後
0
時
15
分
）

　
◆
表

彰

式
…	

午
後
1
時
15
分
～

　
　

	
�「

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」、「
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、「
人
権

作
文
」
の
優
秀
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
◆
作
品
朗
読
…	

午
後
1
時
45
分
～

　
　

	
�「

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
「
人
権
作
文
」
の
優
秀
作
品
に
つ

い
て
、
作
者
に
よ
る
朗
読
を
行
い
ま
す
。

　
◆
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
…	

午
後
2
時
30
分
～

　
　

	

笠
間
特
別
観
光
大
使　

N
E
V
A�

G
I
V
E�

U
P

　
◆
講

演

会
…	

午
後
2
時
50
分
～

　
　

	

講
演
／
～
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
～

　
　

	

講
師
／
石い
し
ぐ
ろ黒�

由ゆ
み
こ
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　

	

（�

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場�

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

イ
ミ
ン
グ
元
日
本
代
表
）

	

※
手
話
通
訳
あ
り

　
◆
閉
　
　
　
会
…	

午
後
4
時

【
申
し
込
み
方
法
】

　 
は
が
き
、
F
A
X（
様
式
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）、
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
次
の
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　 

①
郵
便
番
号
・
住
所 

②
氏
名（
参
加
者
全
員
分
） 

③
電
話
番
号 

④
催
事
名（
人

権
週
間
記
念
フ
ェ
ス
タ
）

【
締
め
切
り
】11
月
22
日（
木
）必
着

　
※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。（
当
選
者
に
は
後
日
、
入
場
は
が
き
を
送
付

し
ま
す
）

平
成
30
年
度
人
権
週
間
記
念
フ
ェ
ス
タ

　
～
笠
間
市
人
権
教
育
講
演
会
～

【
資
料
請
求
等
の
問
い
合
わ
せ
】

　
公
益
財
団
法
人
ジ
ェ
ス
ク
音
楽
文
化
振
興
会　
T
E
L 

03
―
3
4
9
9
―
4
5
3
0

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
1
）

【申し込み先・お問い合わせ】 茨城県人権啓発推進センター
 〒310-8555　水戸市笠原町978番6
 TEL029-301-3135　FAX 029-301-3138
 e-mail：koso5@pref.ibaraki.lg.jp

石黒由美子氏

　

世
界
的
講
師
陣
に
よ
る
最
高
レ
ベ
ル
の
レ
ッ
ス
ン
「
第
15
回�

茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー�

in�

か
さ
ま
」
を
県
と
共
同
主
催
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
市
内
会
場
で
レ
ッ
ス
ン
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

う
ほ
か
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
は
、
1
対
1
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
で
、

日
本
語
が
で
き
る
方
な
ら
受
講
で
き
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
か
ら
学
び
た
い
方
向
け
に
「
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ス
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）」
を
開
講
し
ま
す
。

【
会　
　
　
　
場
】茨
城
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

【
応
募
締
め
切
り
】12
月
7
日（
金
）必
着

茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

日
　
　
程

平
成
31
年
3
月
21
日（
木・祝
）～
28
日（
木
）
平
成
31
年
3
月
24
日（
日
）～
27
日（
水
）

応
募
資
格

原
則
9
歳
～
25
歳
の
演
奏
家
を
目
指
す

方

原
則
6
歳
～
15
歳
の
方

募
集
人
数
【
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
】25
名
～
30
名

【
ピ
ア
ノ
】25
名
～
30
名

【
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
】20
名
程
度

受
講
料

1
4
5,
0
0
0
円（
税
込
）

※
交
通
・
宿
泊
・
食
事
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。
6
7,
0
0
0
円（
税
込
）

※
交
通
・
宿
泊
・
食
事
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

レ
ッ
ス
ン
数
45
分
レ
ッ
ス
ン
5
回

45
分
レ
ッ
ス
ン
4
回

※�

希
望
す
る
コ
ー
ス
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

※
音
源
に
よ
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
し
ま
す
。

※
講
師
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催
：
茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま
実
行
委
員
会
・
笠
間
市
・
茨
城
県

茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま　
受
講
生
募
集
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納
税
者
本
人
ま
た
は
生
計
を
ひ
と
つ
に
す
る
方
の
た

め
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
一
定
額
の
所
得
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

寝
た
き
り
の
方
が
使
用
す
る
お
む
つ
代
は
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
の
際
に
「
お
む

つ
代
の
領
収
書
」
と
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
て
、
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
2
年
目
以
降
で

あ
る
方
は
、「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ
っ
て
市
が

交
付
す
る
「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
係
る
主
治
医

意
見
書
内
容
確
認
書
」
で
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
確
認
書
が
必
要
な
方
は
申
請
し
て
事
前
に
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
対
象
者
】

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る

方（主
治
医
意
見
書
で
身
体
の
状
態
・
お
む
つ
使
用
の
必
要

性
を
確
認
し
ま
す
。）

※ 

お
む
つ
使
用
の
必
要
性
が
確
認
で
き
た
方
に
は
、
確

認
書
を
交
付
し
ま
す
。

※ 

昨
年
以
前
に
確
認
書
を
発
行
し
た
方
で
も
、
本
年
の

申
告
用
に
改
め
て
確
認
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

◯ 

障
害
者
控
除

【問い合わせ】
○書類交付に関すること：高齢福祉課（内線171）、笠間支所福祉課（内線72133）
　　　　　　　　　　　　岩間支所福祉課（内線73172）
○税の控除に関すること：税務課（内線113）

◯ 申請について
申 請 場 所 高齢福祉課または各支所福祉課

必要なもの 対象者の印鑑

申 請 期 限 12月28日（金）
※ 期限後も申請を受け付けますが、確定申告に間に合わない恐れがありますのでご注意くだ

さい。

介
護
保
険
要
介
護（
要
支
援
）認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
税
控
除
に
つ
い
て

　

世
界
的
講
師
陣
に
よ
る
最
高
レ
ベ
ル
の
レ
ッ
ス
ン
「
第
15
回�

茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー�

in�

か
さ
ま
」
を
県
と
共
同
主
催
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
市
内
会
場
で
レ
ッ
ス
ン
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

う
ほ
か
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
は
、
1
対
1
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
で
、

日
本
語
が
で
き
る
方
な
ら
受
講
で
き
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
か
ら
学
び
た
い
方
向
け
に
「
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ス
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）」
を
開
講
し
ま
す
。

【
会　
　
　
　
場
】茨
城
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

【
応
募
締
め
切
り
】12
月
7
日（
金
）必
着

茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

日
　
　
程

平
成
31
年
3
月
21
日（
木・祝
）～
28
日（
木
）
平
成
31
年
3
月
24
日（
日
）～
27
日（
水
）

応
募
資
格

原
則
9
歳
～
25
歳
の
演
奏
家
を
目
指
す

方

原
則
6
歳
～
15
歳
の
方

募
集
人
数
【
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
】25
名
～
30
名

【
ピ
ア
ノ
】25
名
～
30
名

【
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
】20
名
程
度

受
講
料

1
4
5,
0
0
0
円（
税
込
）

※
交
通
・
宿
泊
・
食
事
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。
6
7,
0
0
0
円（
税
込
）

※
交
通
・
宿
泊
・
食
事
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

レ
ッ
ス
ン
数
45
分
レ
ッ
ス
ン
5
回

45
分
レ
ッ
ス
ン
4
回

※�

希
望
す
る
コ
ー
ス
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

※
音
源
に
よ
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
し
ま
す
。

※
講
師
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催
：
茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま
実
行
委
員
会
・
笠
間
市
・
茨
城
県

　

納
税
者
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
の
方
が
所
得
税

法
お
よ
び
地
方
税
法
上
の
障
が
い
者
に
該
当
す
る

場
合
は
、
一
定
額
の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
が
交
付
さ
れ
て
い

な
く
て
も
障
が
い
者
と
同
程
度
で
あ
る
と
福
祉
事

務
所
長
が
認
定
す
る
場
合
は
、
障
害
者
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証
が
必
要
な
方
は
次

へ
申
請
し
て
事
前
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
対
象
者
】

 　
歳
以
上
で
、介
護
保
険
の
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
を
受
け
て
い
る
方

（
主
治
医
意
見
書
で
心
身
の
状
態
を
確
認
し
ま
す
。）

※ 

認
定
さ
れ
た
方
に
は
認
定
証
を
、該
当
し
な
か
っ

た
方
に
は
非
該
当
通
知
書
を
申
請
日
の
翌
日
以

降
に
交
付
し
ま
す
。

※ 

平
成
22
年
以
降
に
認
定
証
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、

本
年
以
降
も
有
効
に
使
用
で
き
ま
す
の
で
申
請

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
心
身
の
状

態
が
変
わ
っ
た
場
合
は
再
申
請
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

65
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　四季の感じ方は世界それぞれです。昨年8月に故郷の
ハワイから6,000kmを渡って日本へ来て、私はハワイと
の違いを体感しました。ハワイは常夏なので、一年中
20℃～30℃という暖かい気候です。そのため、日本のよ
うなはっきりした四季がなく、クジラやマンゴー、波の
変化、クリスマスなどで時の流れを感じていました。年
始はクジラが子どもを育てるために北極からハワイへ訪
ねてくるピークの時期で、クジラがジャンプして遊んで
いるのを見ることができるんです！その時期が終わると、
マンゴーが旬の時期を迎え、みんな一緒にマンゴーを食
べます。年末になると波が高くなるため、サーファーに
は嬉しい時期になります。また、感謝祭やクリスマスなど、
さまざまな催しを迎えます。このように四季に当てはま
らない、ぼんやりとした季節で1年を感じています。
　その反面、日本は四季がはっきりしていて、「この時
期といえばこれだ！」というその季節ごとにしかないも
のが多いです。旬の食材に焦点を当てると、ハワイはマ
ンゴーくらいしかないのに対し、日本は季節ごとに旬の
ものが変化するのでとても驚きました。

　また、田植え、花火大会や夏祭り、稲刈り、紅葉、ウィ
ンタースポーツなど、季節ごとのイベントや遊びがあふ
れています。特に花見や月見といった、季節を楽しんで
お酒を飲む日本の風習に趣があると感じました。
　このような文化は外国人の私にとって、大変興味深く
四季のある生活を満喫しています。

ジャンプするクジラ

　

今
年
の
5
月
か
ら
改
装
を
始
め
た
カ

フ
ェ
が
完
成
し
、
9
月
20
日
に
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。改
装
や
大
掃
除
な
ど
、

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
無
事
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
に
は
チ
ラ
シ
や
シ
ョ
ッ
プ

カ
ー
ド
な
ど
も
置
い
て
い
ま
す
。
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
お
店
の
情
報
を
発
信
で

き
る
よ
う
な
場
所
に
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
も
、
密
か
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
以
外
に
ガ
レ
ー
ジ
や
2
階
の

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

少
し
ず
つ
改
装
し
て
い
き
、
時
間
を
か

け
て
ま
ち
に
溶
け
込
ん
で
く
れ
る
と
良

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ふ
ら
り
と
立
ち

寄
っ
て
、
座
っ
て
い
た
だ
け
る
、
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
願
い
を
込

め
て
つ
け
た
名
前
「
ま
ち
の
ベ
ン
チ�

m
a
c
h
i�

n
o�

b
e
n
c
h
」。

　

こ
ん
な
こ
と
が
や
っ
て
み
た
い
、

ゆ
っ
く
り
し
た
い
、
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

開
催
し
て
み
な
い
？
な
ど
な
ど
、
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

「�
カ
フ
ェ�

ま
ち
の
ベ
ン
チ

�
m
a
c
h
i��

n
o��

b
e
n
c
h��

始
ま
り
ま
し
た
」

活動報告 No.
63

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

河か
わ
ま
た又

　
恵け

い
た太（

30
歳
） 

神
奈
川
県
よ
り
移
住

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年
度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力
の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。

ブログやフェイスブックもご覧ください
ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/

Kasamartowa
【問い合わせ】まちづくり推進課（内線538）

地域おこし協力隊とは

【問い合わせ】市民活動課（内線133）

No Seasons → Four Seasons
vol.
10

河又隊員

◀落ち着ける空間を
　目指していきます

  

ま
ち
の
ベ
ン
チ

  　
m
a
c
h
i  

n
o  

b
e
n
c
h

【
住
　
　
所
】笠
間
市
八
雲
1
―
1
―
14

【
営
業
日
】 月・木・土
曜
日

【
営
業
時
間
】 午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
現
在
の
メ
ニ
ュ
ー
は
日
本
茶
の
み
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
増
や
し
て
い
く
予
定

で
す
。

※�

臨
時
休
業
や
営
業
時
間
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　�

お
問
い
合
わ
せ
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
▼
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情報カレンダー 12月
1土
2日

3月 いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家�はなさか�℡0296-77-5110）

4火
5水
6木
7金
8土

9日

天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00
地域交流センターいわま「あたご」
（根本　℡090-3009-7883）

普通救命講習会　9：00～12：00
消防本部　3階（消防本部�℡0296-73-0119）　

10月 いこいの家はなさか 休館日
�11火
12水

13木
みんなの相談室～メディカルカフェ～　
14：00～15：30
テーマ「食育～食事のリズムの大切さ～」
（地域包括支援センター�℡0296-78-5871）

14金
�15土
16日
17月 いこいの家はなさか 休館日
18火

19水

特設無料人権相談　10：00～15：00
笠間公民館（社会福祉課�内線157）　

行政相談　13：00～15：00
笠間公民館�（秘書課�内線225）　

行政書士無料相談会　13：00～16：00　
市役所本所1階ロビー（秘書課�内線225）

20木
21金

22土 カサマルシェ　9：00～12：00
友部公民館前（農政課�内線527）

23日

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
（佐藤�℡090-3245-0880）

休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
（収税課�内線118）

24月
25火 いこいの家はなさか 休館日
26水
27木

28金
公 共施設年末年始休業
　 公民館、総合公園、岩間B&G海洋センター、岩

間武道館、市民体育館、笠間武道館（1月5日まで）

29土

公 共施設年末年始休業
　市役所、地域医療センターかさま、児童館
　（1月3日まで）
ごみの個人持込年末最終日

笠間地区…エコフロンティアかさま
　　　　　（℡0296-70-2511）
友部・岩間 地区…笠間・水戸環境組合（環境センター）
　　　　　（℡0296-77-2416）

し尿汲取り・浄化槽清掃年末年始休業（1月6日まで）

30日 公共施設年末年始休業
　岩間図書館（1月3日まで）

31月

公 共施設年末年始休業
　笠間・友部図書館（1月3日まで）
かさま除夜の鐘　23：00～元旦1：00
佐白山ろく公園「時鐘楼」
（（一社）笠間観光協会�℡0296-72-9222）

笠間地区ごみ収集
可燃ゴミのみ収集実施。
不燃ごみ・資源物は収集しません。

友部・岩間地区ごみ収集
通常通り実施。
ただし環境センターへの個人持込はできません。

いこいの家はなさか 休館日（1月1日まで）
※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※�岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00
市民課（交付業務のみ）
収税課（月末のみ。た
だし12月は23日とな
ります）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課
税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034
24日 月 本多内科・循環器科医院 0299-37-8556

30日 日
下田整形外科 0296-73-0858

武藤医院 0296-77-6610

31日 月
佐藤医院 0296-72-0032

根本産婦人科医院 0296-77-0431
※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、�
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 12月の休日救急診療当番�9：00～17：0012/29〜1/3を除く
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　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は笠間市国際交流協会の日本語教室で勉強されバングラデッシュに帰国して、現地の大学で教鞭
をとるA

ア サ ン

hsan�K
カ ビ ー ル

abirさんからのメッセージです。さあ、世界に友達を作って交流を始めましょう。

Sensei, 
I have a plan to visit Shinsyu university on October 4 to 
17. I will also meet with my friends in Osaka.
Can you arrange a program at Kasama. I miss the place 
and accompany of yours.
I have no clear idea about the distance and how many 
hours and money need to go Kasama. 
OK, I will inform my schedule as early as possible.
Ahsan

先生へ
私は10月4日から17日まで信州大学に行く予定です。また、
大阪で友人にも会います。
　笠間の街やあなたの仲間に会いたいので笠間での予定を
作ってくれませんか。
私はそこから笠間に行くのに、距離や時間やお金がどのくらい
かかるのか、はっきり分かりません。
そうですね、まず私のスケジュールをできるだけ早くお知らせ
しましょう。　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 アサンより

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人 笠間市国際交流協会　TEL 090-2761-8711（木
き む ら

村 美
み え こ
枝子）

【
日
時
】	  

12
月
18
日（
火
）正
午

	

　
　
　
　
～
27
日（
木
）正
午

【
会
場
】	 笠
間
の
家 

1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
ド
イ
ツ
・
ラ
ー
ル
市
の
芸
術
系
中
高

一
貫
校
の
生
徒
に
よ
る
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
ラ
ー
ル
市

は
欧
州
で
唯
一「
菊
ま
つ
り
」
を
開
催

し
て
い
る
街
で
す
。
笠
間
稲
荷
神
社
の

「
日
本
最
古
の
菊
ま
つ
り
」
と
の
縁
に

よ
り
、
平
成
19
年
よ
り
笠
間
市
と
の
交

流
も
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
5
月
に
は

ラ
ー
ル
市
で
、
友
好
都
市
協
定
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
日
時
】	 12
月
23
日（
日
）
	

　
　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

【
会
場
】	 笠
間
の
家
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
会
費
】	 2,
0
0
0
円

◎
12
月
の
日
本
語
教
室

　
8
日（
土
）・
15
日（
土
）・
22
日（
土
）

　【
会
場
】ト
モ
ア
　
午
前
10
時
～

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

12
月
の
国
際
交
流
情
報

ド
イ
ツ
・
ラ
ー
ル
市
の

友
好
交
流
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
展
の

ご
案
内

ド
イ
ツ
の
黒
い
森
の
お
話
と

手
作
り
お
菓
子
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

外国人着物体験
（随時受け付けています）

市長コラム
　

先
月
の
台
風
24
号
の
強
風
に

よ
り
、
倒
木
や
看
板
、
屋
根
瓦
、

農
作
物
、
そ
し
て
農
業
施
設
（
ハ

ウ
ス
）
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

最
大
風
速
は
35
ｍ
で
、
笠
間
市

に
と
っ
て
過
去
最
大
の
も
の
で

し
た
。
市
も
24
時
間
体
制
で
対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。
強
風
の
影
響

に
よ
り
電
線
が
切
断
さ
れ
、
長
時

間
の
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
停

電
は
最
大
6,
0
0
0
世
帯
を
超

え
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
約
18

時
間
に
お
よ
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
停
電
発
生
後
、
市
に

復
旧
の
見
通
し
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
復
旧
の
見
通
し
が
分
か
ら
な

い
こ
と
が
最
大
の
不
安
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
が

東
京
電
力
に
問
い
合
わ
せ
て
も
、

い
つ
復
旧
さ
れ
る
の
か
は
不
明

と
い
う
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
へ
回

答
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

　

停
電
の
復
旧
作
業
は
東
京
電

力
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ

り
、
市
自
体
も
東
京
電
力
か
ら
の

情
報
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
市
の
情

報
発
信
を
ど
の
様
な
形
で
、
ど
れ

だ
け
行
う
か
が
一
つ
の
課
題
に

な
り
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
と
の
情
報
共
有
、
み

な
さ
ん
へ
の
情
報
発
信
、
そ
し
て

自
己
防
衛
の
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　
『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』

停
　
電

総合防災訓練の一コマ
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健康ホットライン

75 Life Long Learning＝生涯学習
　

10
月
9
日（
火
）
か
ら
12
日（
金
）
ま
で
の
4
日
間
、
市

内
小
学
校
4
校
に
お
い
て
青
少
年
劇
場
小
公
演「
古
舘
由

佳
子　

ジ
プ
シ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
直
接
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ジ
プ
シ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
奏
者
の
古
舘
由
佳
子
さ
ん

と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
の

平ひ
ら
が賀
康や
す
こ子
さ
ん
が
小
学
校
の

全
児
童
の
目
の
前
で
、
美
し

い
音
色
で
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。
子
ど
も
達
は
ジ
プ

シ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
独

特
の
曲
調
に
初
め
て
触
れ
、

興
味
を
持
っ
て
楽
し
げ
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
28
日（
日
）に
小
学
生
を
対
象
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
も
べ
T
o
m
o
a
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を

実
施
し
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
・
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
・
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
料
理
を
し
な
い

子
ど
も
も
多
く
、
苦
労
し
ま
し

た
が
、
高
校
生
と
楽
し
く
料
理

し
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

（
高
校
生
会
）
で
は
、
会
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「 

古ふ
る
だ
て舘
由ゆ

か

こ
佳
子
　
ジ
プ
シ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
し
た

笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

　

災
害
に
は
、
地
震
・
津
波
・
台
風
や
豪
雨
に
よ

る
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
や
、
火
事
・
原
子
力
・

大
規
模
な
事
故
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
災
害

も
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
甚

大
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
避
難
所
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
時
は
、
ま
ず
命
に
か
か
わ
る
救
命
救
急
へ

の
対
応
が
優
先
さ
れ
ま
す
が
、
避
難
生
活
が
長
引

く
と
、
特
に
高
齢
者
は
、
歯
み
が
き
な
ど
の
口
腔

内
を
き
れ
い
に
す
る
ケ
ア
（
口
腔
ケ
ア
）
が
『
命

を
守
る
』
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
災
害
時
だ

か
ら
こ
そ
口
腔
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

①
災
害
時
の
口
腔
ケ
ア
は「
命
を
守
る
ケ
ア
」

　

1
9
9
5
年
1
月
に
起
こ
っ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
震
災
関
連
死
※
１
の
う
ち
、
24
・
2
％

が
肺
炎
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
避
難

所
生
活
で
の
食
事
の
偏
り
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
抵

抗
力
の
低
下
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
と
と
も

に
、
水
不
足
で
口
腔
ケ
ア
が
で
き
ず
、
誤
嚥
性
肺

炎
※
２
の
発
生
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

災
害
時
に
、
口
腔
ケ
ア
は
後
回
し
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
、
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　
※
1
… 

災
害
の
直
接
被
害
で
は
な
く
、
避
難
生
活
の

過
労
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
誘
因
と
な
り
、
発

病
や
持
病
の
悪
化
な
ど
に
よ
っ
て
死
亡
す
る

こ
と
。

　
※
2
… 

口
の
中
の
細
菌
が
、
食
べ
物
や
唾
液
と
と
も

に
肺
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
起
こ
る
肺

炎
で
、
体
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

②
災
害
時
の
口
腔
ケ
ア
の
方
法

工
夫
し
て
、
口
腔
ケ
ア
を
行
い
ま
す

水
が
不
足
し
て
い
る
場
合

・�

食
後
、
お
茶
で
「
ク
チ
ュ
ク
チ
ュ
」
う
が
い
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
少
量
ず
つ
口
に
含
ん
で
、
数

回
行
う
の
が
効
果
的
で
す
。

歯
ブ
ラ
シ
が
な
い
場
合

・�

ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
指
に
巻
き
つ
け
、
歯
や
歯
ぐ

き
、
入
れ
歯
に
つ
い
た
汚
れ
を
取
り
ま
す
。

・�

唾
液
は
口
の
中
の
汚
れ
を
洗
い
流
す
効
果
が
あ

り
ま
す
。
歯
み
が
き
ガ
ム
な
ど
を
使
っ
た
り
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

口
腔
ケ
ア
に
プ
ラ
ス

お
口
の
周
り
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

・�
食
べ
る
・
飲
み
込
む
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
た
め

に
も
、「
お
口
の
体
操
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③ 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　
『
避
難
袋
に〝
歯
ブ
ラ
シ
〟も
！
』

　

災
害
が
発
生
し
た
直
後
の
避
難
所
で
は
、
口
腔

ケ
ア
用
品
が
不
足
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の

避
難
袋
に
「
歯
ブ
ラ
シ
」「
コ
ッ
プ
」
な
ど
を
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
口
腔
ケ
ア
用
品（
例
）】

�

◆
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

�

◆
歯
間
ブ
ラ
シ
、デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス（
糸
よ
う
じ
）

�

◆
う
が
い
用
薬
液
（
マ
ウ
ス
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）

�

◆
歯
み
が
き
ガ
ム
（
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
等
）

�

◆�

入
れ
歯
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
保
管

ケ
ー
ス
や
入
れ
歯
洗
浄
剤
な
ど

歯
の
健
康 

～
災
害
時
の
口こ

う
く
う腔
ケ
ア
～

健
康
都
市
か
さ
ま

【問い合わせ】保健センター　TEL 0296-77-9145

〔
公
益
社
団
法
人
日
本
歯
科
衛
生
士
会�

地
域
歯
科
保
健
委
員
会

　
『
歯
科
衛
生
だ
よ
り
V
O
L
．
42
』
よ
り
引
用
〕

日
ご
ろ
か
ら
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
歯
と
口
を

維
持
す
る
た
め
に
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
2
）

古舘由佳子　ジプシー・
ヴァイオリンコンサートハロウィンパーティ
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笠間
公民館

〒309-1613 笠間市石井2068番地1
TEL 0296-72-2100／FAX 0296-72-2103

友部
公民館

〒309-1737 笠間市中央三丁目3番6号
TEL 0296-77-7533／FAX 0296-78-3278

岩間
公民館

〒319-0294 笠間市下郷5140番地
TEL 0299-45-2080／FAX 0299-45-7612

第44回�笠間市民美術展覧会�入賞者一覧表
部　門 賞 氏　　名 題　　名 住　所

日本画

市 長 賞 藤
ふ じ た

田　千
ち さ と

里 LuZ 日立市
市 議 会 議 長 賞 岡

お か の

野　智
と も こ

子 蓮 箱　田
教 育 長 賞 佐

さ と う

藤　壽
ひ さ こ

子 雨のいたづら 土　師
文化連盟会長賞 神

じん

　　芙
ふ み

美 長崎眺望 吉　岡

洋　画

市 長 賞 坂
さ か ば

場　慶
け い こ

子 静物 大田町
市 議 会 議 長 賞 柴

しばぬま

沼　眞
ま こ

子 夏宵大輪図 池野辺
教 育 長 賞 宮

みやもと

本　　直
なおし 秋惜しむ 南友部

文化連盟会長賞 前
まえじま

嶋　　馨
かおる 涸沼川 平　町

奨 励 賞 麻
あ さ お

尾ますみ ありがとう 桜川市

書　道

市 長 賞 保
ほ さ か

坂登
と し こ

志子 静夜思 平　町
市 議 会 議 長 賞 星

ほ し の

野かつみ 江村夜泊（唐） 下加賀田
教 育 長 賞 川

かわすみ

隅　令
れ い こ

子 五言句（欧陽脩） 笠　間
文化連盟会長賞 小

お ぬ ま

沼志
し の こ

乃子 日野草城の句 押　辺
奨 励 賞 仲

な か み が わ

見川国
く に お

夫 良寛の短歌 八　雲
奨 励 賞 阿

あ う ち

内　桂
けいせき

石 終南望餘雪 石　井
奨 励 賞 大

おおしお

塩　君
き み え

江 見京兆韋參軍量移東陽 平　町
奨 励 賞 大

おおこし

越　尚
ひさたけ

武 秋浦歌 稲　田

写　真

市 長 賞 斎
さいとう

藤　義
よしのり

範 面影 鯉　淵
市 議 会 議 長 賞 宇

う つ の

津野福
さ ち や

弥 彼岸とともに終わる 下　郷
教 育 長 賞 酒

さ か い

井　万
ま お と

響 親父（陶芸家） 下市毛
文化連盟会長賞 高

た か の

野　陽
は る と

人 GWの絶景 上市原
奨 励 賞 中

なかはら

原順
じゅんたろう

太郎 奇跡の出会い 鯉　淵
奨 励 賞 齋

さいとう

藤　哲
てつろう

郎 もっとあげるよ 八　雲
奨 励 賞 悉

し っ ち

知　保
や す お

男 月夜のファンタジー 大田町
奨 励 賞 青

あ お き

木　才
さ い き

生 雄国沼の夏 本　戸

彫刻立体
造形

市 長 賞 沢
さ わ べ

辺　裕
ひ ろ こ

子 ももかさん つくば市
市 議 会 議 長 賞 知

ち が み

神けい子
こ 少女 水戸市

教 育 長 賞 金
かなざわ

澤　繁
しげのり

則 ポーズする女 筑西市
文化連盟会長賞 吉

よしざわ

澤　信
のぶひろ

弘 せんぱい 水戸市
奨 励 賞 増

ますやま

山沙
さ お り

央里 未だみぬゆめ 水戸市

工芸・
デザイン

市 長 賞 冨
と み た

田　次
じ へ い

兵 弁円の襲撃 大田町
市 議 会 議 長 賞 小

お だ ぎ

田木笑
え み こ

美子 手さげ 水戸市
教 育 長 賞 友

と も べ

部　正
ま さ え

枝 富士山 笠　間
文化連盟会長賞 今

こ ん の

野　広
ひろかず

和 北山公園の春 大田町
奨 励 賞 根

ね ぎ し

岸　博
ひ ろ し

司 盛籠三点 金　井
奨 励 賞 武

た け し

子百
ゆ り こ

合子 フラワーリング 大田町
奨 励 賞 今

こ ん の

野　　瞳
ひとみ 夏休みの最終日 東　平

【各市長賞受賞作品】

日本画の部

洋画の部

写真の部

書道の部

彫刻立体造形の部

工芸・デザインの部
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各館の行事予定 12月
笠間図書館

◆おはなし会	
（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
12月� 7日（金）�『おしくら・まんじゅう』ほか
12月�21日（金）�『さんかくサンタ』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
12月� 2日（日）�『さんかくサンタ』ほか
� �〈箱田エプロン・ママーズ〉
12月� 9日（日）�『ぼくのてぶくろ』ほか
� �〈はあとtoはあと〉
12月�16日（日）�『へんしんレストラン』ほか
� �〈たんぽぽ〉
12月�23日（日）�『ジョン君とおはなし』ほか
� �〈語り部の会〉
◆ぬいぐるみおとまり会
①おはなし会＆ぬいぐるみチェックイン
　12月�1日（土）午後1時30分～2時30分
� ��笠間図書館2階ホール
②ぬいぐるみチェックアウト
　12月�2日（日）�図書館サービスデスクに

て午後1時～7時の間
・申し込み期間
　11月16日㈮午前9時～28日㈬午後7時
・定員��20名（先着順）
・申し 込み� �対象①②どちらも参加でき

る方が一人一体（10㎝以上1m以
内）お申し込みできます。

　　　�※年齢制限はありません
・申し込み方法
　笠間図書館窓口または電話
◆上映会（午後2時～）
12月�15日（土）�『顔』（73分）
◆ギャラリー
◇11月23日（金）～12月26日（水）
　「タイの絵本」

友部図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時～）
12月� 6日（木）�『カメカメカメラ』ほか
12月�20日（木）�『�おおきくおおきくおおき

くなあれ』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
12月� 2日（日）�来てのおたのしみ！
� �〈すみれのWA〉
◆粘土で石けんを作ろう!!
12月15日（土）午後2時～3時30分
・場所��友部図書館　2階視聴覚室
・参加費��500円（材料費）

・申し込み期間
　11月29日（木）午前9時～12月13日（木）
・定員��20名（先着順）
・対象��小学生
・申し込み方法
　友部図書館窓口または電話
◆ギャラリー
◇11月27日（火）～12月9日（日）
　「野鳥写真・短歌展示」水戸野鳥の会
◇12月11日（火）～12月24日（月）
　「写真展示」茨城写真連盟笠間支部

岩間図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
12月�13日（木）�『かんぱーい』ほか
＊場所：岩間子育て支援センター�くりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
12月� 2日（日）�『�北風ふいてもさむくな

い』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
12月� 8日（土）��『こわーいはなし』ほか

〈めだかクラブ〉
12月�22日（土）�来てのおたのしみ！
� �〈めだかクラブ〉

友部図書館
リユースフェア開催のお知らせ

年末年始休館と
3週間貸出について

【日時】12月1日（土）午前9時～午後5時
 ※ 午前8時30分から整理券を配布し、9時から　

入場となります。
【場所】友部図書館 2階 視聴覚室（笠間市平町2084）

　リユースフェアでは、保存期限が経過して除籍した雑
誌や寄贈図書の一部を、利用者の皆さんに提供します。
1冊あたり10円程度の協力金をお願いしています。いた
だいた協力金は図書館の資料購入費として活用します。
冊数制限あり。また、営利目的による購入はお断りします。

　年末年始の開館日は以下のとおりとなります。
平成30年12月

26日（水） 27日（木） 28日（金） 29日（土）
笠間 開 館 休 館 午前9時

～午後7時
午前9時
～午後5時友部 休 館 開 館

岩間 開 館 休 館
平成30年12月30日（日）
～平成31年1月3日（木）

平成31年1月
4日（金） 5日（土）

笠間
休 館 午前10時

～午後5時
午前9時
～午後7時友部

岩間
※ 年末年始の休館にともない、12月15日（土）から29日
（土）まで貸出期間を3週間に延長します。

笠間図書館　特集コーナー
　11月3日からかさま歴史交流館井筒屋で行われる「写真
に見る笠間の近代化－地場産業と街の発展－」に合わせて、
笠間図書館では「明治150年」
の特集を行っています。
　笠間や茨城の明治について
の本はもちろん、明治建築の本
や明治時代を舞台にした小説な
ど明治に関する資料を集めまし
たので、ぜひご覧ください。

　笠間図書館は、改修工事のため下記の期間臨時休館
します。ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力を
お願いします。

【臨時休館】2019年1月31日（木）～3月7日（木）
　　　　　※ 休館期間は工事の進捗状況により変更に

なる場合もあります。

笠間図書館　臨時休館のお知らせ

笠間図書館　特集コーナー
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を取り上げて紹介します。
日時▶12月1日（土）～12月16日（日）
　午前9時30分～午後5時
場所▶笠間の家ギャラリー

陶磁器工房アトリエ・ツム・ター
ル鈴

す ず き

木美
み し お

汐×Flower obje gre
enspot　佐

さ さ き

々木くみこ
自然の風景の中で楽しむ

「土から生まれた器と植物」　
　この日のために特別に用意される器、
花やグリーン。この日だけの特別な時
間でクリスマスのアレンジを作ります。
日時▶12月5日（水）
　午後12時30分～3時
費用▶15,000円（花材・器代込）

申・問 笠間の家（下市毛79-9）
TEL 0296-73-5521

あたごからのお知らせ
かさま手作りフェスタ winter 
in あたご
　クリスマスとお正月の準備を楽しく
進めるための情報提供の場として、手
作り雑貨、ケーキ作りなどの体験ワー
クショップやマタニティヨガ・ベビー
マッサージ体験、飲食店ブースも多数
出店予定！
日時▶12月1日（土）
　午前10時～午後4時

申・問 地域交流センターいわま「あた
ご」（下郷4438番地7）
TEL 0299-57-3357

ゆかいふれあいセンターから
のお知らせ
健康フェスティバル
　スポーツ施設の利用体験イベント。

入場料のみで、マシンジム・プール・
お風呂が利用でき、さらに大人の方は
エアロビクスや水泳レッスン等に参加
できます。お子さん向けにゲームコー
ナーも設置しますので、その他いろい
ろなイベントを行います。これを機会
に運動習慣を身につけましょう。
日時▶11月25日（日）
　午前10時～午後6時
対�象▶大人（高校生以上）・こども（小

中学生）・幼児
参�加費▶大人（高校生以上）510円・こ

ども（小中学生）200円・幼児は無料
注意事項▶
　・ マシンジム利用者は、動きやすい格

好とトレーニングシューズが必要。
　・ プール利用者は水着と水泳帽子と

バスタオルが必要。

申・問 ゆかいふれあいセンター（仁古
田長兎路入会地1-171）
TEL 0296-78-3796

※�納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。
※�納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税を
お願いします。
※�口座振替で納付の方は預金残高の確認をお願いします。

11月の納税等 納期限：11月30日（金）

国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料

（6期分）
（5期分）

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日�9月25日）
【施設モニタリング（6月～8月分）】
　環境保全事業団より、最終処分場モニタリング・溶融処理施設モニタリング・モニタリング結果の住民公表・排ガス
の維持管理・浸出水の放流について、6月から8月分の監視項目に係る資料の説明を受け、施設が適正に管理運営されて
いることを確認した。
　最終処分場の浸出水処理水における流入水では、カドミウム、ヒ素が検出されたが、流入水・処理後の放流水ともに、
すべての項目で下水道の放流基準値を下回った。
　地下水の定期モニタリングにおいては、すべての項目で環境基準値（排水基準の1/10程度）を下回った。また、4箇
所あるモニタリング井戸の1箇所で、ヒ素、総鉄、総マンガンが環境基準値または水道水質基準値を超えていたが、過
去のデータと比較して大きな変動はなかった。
　防災調整池からの雨水等放流水については、すべての項目で放流基準値を下回った。
　溶融処理施設の排ガス常時監視については、塩化水素、窒素酸化物は約70ppmで安定している。また，二酸化硫黄
で自主管理基準値を超えた時間帯があったが、日平均値で自主管理値を上回ることはなかった。
　モニタリング結果の住民公表については、事業団HPにおいて廃棄物の処理実績、維持管理記録（水質・排ガス等の測
定結果）を毎月公表している。
　

【次回の監視活動】
　環境モニタリングについて実施。
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笠間市からのお知らせ
11月は「児童虐待防止推進月間」です
　「未来へと　命を繋ぐ
　　　　　189（いちはやく）」
　児童虐待は社会全体で解決すべき問
題です。
　子育てに悩みや不安を感じたら、ひ
とりで抱え込まず、身近な専門機関な
どに相談しましょう。また、虐待と思
われる子どもや家庭を知ったときには、
通告の義務があります。
　連絡された内容に関する秘密は守ら
れます。
連絡（通告）先▶
・ 児童相談所全国共通ダイヤル
 TEL 189（いちはやく）
・ いばらき虐待ホットライン
 TEL 029-322-0293（24時間対応）
・ 茨城県中央児童相談所（福祉相談センター）
  TEL 029-221-4150（月～金曜日　
午前8時30分～午後5時15分）

・ 笠間市子ども福祉課
 TEL 0296-77-1101
・ 笠間市家庭児童相談室
 TEL 0296-70-5411
・ 笠間警察署（生活安全課）
 TEL 0296-73-0110

住生活総合調査にご協力ください
　国土交通省では、12月1日、全国各
地において「平成30年�住生活総合調査」
を行うこととしています。
　この調査は、居住環境を含めた住生
活全般に関する実態や居住者の意向・
満足度等を総合的に調査し、住生活基
本法に基づく住生活の安定・向上に係
る総合的な施策を推進する上で必要と
なる基礎資料を得ることを目的とし5年
ごとに実施するものです。
　今回は、10月に実施された住宅・土

地統計調査（総務省）に回答いただいた
世帯の中から一部を抽出し、全国で12
万世帯を対象に行うこととしていて、
笠間市でも一定の抽出方法により無作
為抽出した世帯の皆さんに回答をお願
いすることとなっています。
　調査票は11月24日から配布します。
回答をお願いする皆さんには重ねてお
手数をおかけすることとなりますが、
ご協力のほどよろしくお願いします。
問 平成30年住生活総合調査事務局
TEL 0120-467-060

自殺予防の啓発・啓蒙公開講座
　全国いのちの電話では、自殺予防活
動として公開講座を開催します。
日時▶12月8日（土）午後2時～4時
会�場▶茨城県立図書館 視聴覚ホール
（水戸市三の丸1-5-38）
テ�ーマ▶「愛する人を失うということ、

その再生」
講�師▶大

おおにし
西秀

ひ で き
樹さん（埼玉医科大学国

際医療センター）
入場料▶無料
問 社会福祉法人茨城いのちの電話事
務局　TEL 029-852-8505

トモアからのお知らせ
駅前シネマ
　毎週木曜日は「映画の日」。12月は
ミュージカル＆クリスマス映画をお届
けします！
日時▶
12月  6日㈭「コンチネンタル」
12月13日㈭「若草の頃」
12月20日㈭「スイング・ホテル」
12月27日㈭「イースターパレード」
①午前10時～　②午後1時～
③午後4時～　④午後7時～
場所▶トモア　マルチホール

参�加費▶一般1,000円／身障者・シニ
ア800円／子ども500円／未就学児
は無料

　※ 映画を5回観ると、1回無料になり
ます。

トモア企画上映会
いわさきちひろ生誕100年記念上映

「いわさきちひろ～27歳の旅立ち～」
日�時▶12月14日（金）①午前10時～　

②午後2時～　③午後7時～
場所▶トモア　マルチホール
参�加費▶前売鑑賞券：一律1,000円
　 当日券：一般1,200円／中高生800

円／小学生以下は無料

アルニヤトコンサート　tacaア
コーディオン＆佐

さ さ き

々木優
ゆ う き

樹ギター
　パリで出会った二人が紡ぎ出すフレ
ンチジャズ、民族音楽で培った技術と
エレクトロやポストクラシックのような
響きが交差する独自のサウンドをお楽
しみください
日時▶12月2日（日）
　午後2時30分開場・午後3時開演
場所▶トモア　マルチホール
参加費▶
　前売鑑賞券：一律1,000円
　 全席自由1,500円／小中学生500円

／乳幼児入場無料

申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL 0296-71-6637

笠間の家からのお知らせ
第6回　笠間の作家60人展

「珈琲・紅茶を楽しむ器」
　主に笠間を中心として活躍する作家
を各5名ずつ、12回にわたり総勢60名

申 …申し込み　問 …問い合わせ
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12
月
9
日
は
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び
笠
間
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

投票日
現在 対　象　者 注意事項、条件など

笠間市での投票
県議選 市議選

市内
在住

市内で転居した方

11月9日までに転居届を提出した方は、新住所地の
投票所となります。 ○ ○

11月10日以降に転居届を提出した方は、前住所地
の投票所となります。 ○ ○

9月2日以降に転入届を
提出し、引き続き笠間
市に住んでいる方

市議選の投票はできません。
県議選については、県内の市町村から転入された方
は、前住所地で投票できる場合があります。前住所
地の選挙管理委員会にお問い合わせください。

× ×

○…投票できます　×…投票できません

投
票
所

　

投
票
は
、
市
内
52
か
所
の
投
票

所
で
行
わ
れ
ま
す
。
各
世
帯
に
郵

送
さ
れ
る
「
入
場
券
」
に
投
票
所

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自

分
の
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。投

票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
ど
の
投
票
所
も

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で

す
。
そ
の
時
間
以
外
に
は
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
所
用
等
の
た

め
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
に
よ
り
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
入
場
券

が
お
手
元
に
届
い
て
い
る
場
合

は
、
裏
面
の
宣
誓
書
を
記
入
の
う

え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
期
間
】

・
県
議
選

　

12
月
1
日（
土
）～
8
日（
土
）

・
市
議
選

　

12
月
3
日（
月
）～
8
日（
土
）

※ 

選
挙
に
よ
っ
て
、
期
日
前
投
票

が
可
能
と
な
る
期
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

【
場
所
】

　

�

笠
間
市
役
所
本
所
、
笠
間
支
所
、

岩
間
支
所

不
在
者
投
票

　

次
の
よ
う
な
理
由
で
期
日
前
投

票
や
選
挙
当
日
に
投
票
が
で
き
な

い
方
は
、
不
在
者
投
票
に
よ
り
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事

前
に
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・�

笠
間
市
に
住
民
票
は
あ
る
け
れ

ど
笠
間
市
外
に
滞
在
さ
れ
て
い

る
場
合
。

・�

病
院
に
入
院
、
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合
。

【
期
間
】

・
県
議
選

　

12
月
1
日（
土
）～
8
日（
土
）

・
市
議
選

　

12
月
3
日（
月
）～
8
日（
土
）

郵
便
投
票

　

重
度
の
障
害
を
持
つ
方
（
身
体

障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
法
律
で
定
め
る
一
定
の

障
害
を
有
す
る
方
）、（
介
護
保
険

法
上
要
介
護
5
の
方
）
で
、
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
の
た
め
に
郵
便
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
郵
便
投
票
に
よ

る
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
12

月
5
日
（
水
）
で
す
。

　

な
お
、
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、

郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　

各
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
等
を

記
載
し
た
選
挙
公
報
を
、
12
月
5

日
（
水
）
の
新
聞
折
込
で
配
布
し

ま
す
。
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
選
挙
公
報
は
市
役
所
、

各
支
所
の
ほ
か
、
公
民
館
、
図
書

館
な
ど
の
市
の
施
設
に
も
備
え
付

け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開　
票

【
日
時
】

　

12
月
9
日（
日
）午
後
8
時
～

【
場
所
】

　

笠
間
市
民
体
育
館

※�

投
・
開
票
の
状
況
は
笠
間
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　
選
挙
は
、
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ

大
切
な
機
会
で
す
。
安
易
に
棄
権
す

る
こ
と
な
く
進
ん
で
投
票
し
ま
し
ょ

う
。選

挙
の
概
要

【
投
票
日
】

　

12
月
9
日（
日
）

【
告
示
日
】

・
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

11
月
30
日（
金
）

・
笠
間
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

12
月
2
日（
日
）

【
投
票
で
き
る
方
】

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

・
年
齢
要
件

　

�

平
成
12
年
12
月
10
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

・
住
所
要
件

　

�

平
成
30
年
9
月
1
日
ま
で
に
笠
間

市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
た
方
で
、

引
き
続
き
笠
間
市
に
住
ん
で
い
る

方
。

※�

最
近
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
（
変
更

さ
れ
る
予
定
の
方
）
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
の
表
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
、

投
票
で
き
る
場
合
と
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】笠
間
市
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
2
0
6
）
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【問い合わせ】国体推進室（内線242）

「茨城国体カウントダウンイベント」を開催

第73回 国民体育大会福井しあわせ元気国体に笠間市に関わりのある方が出場しました

　いきいき茨城ゆめ国体2019開催まであと1年となっ
た9月28日（金）、関係者や市民の方など約200名が見
守る中、会場に設置されたカウントダウンボードの除
幕式が行われました。
　また、大会イメージソング「そして未来へ」に合わ
せて、宍戸小6年生40名が元気に国体ダンスを披露し、
国体1年前記念イベントに華を添えてくれました。

詳しくは募集チラシか国体ホームページをご覧ください。ほか、不明な点は
スポーツ振興課 国体推進室（TEL 0296-77-1101）へお願いします。

【申し込み締め切り】2018年12月28日（金）
花いっぱい運動 協力団体

　いきいき茨城ゆめ国体笠間市実行委員会から配
布される資材を用いて、花苗を9月頃まで育成し
ていただきます。
　その後、大会時期にあわせて競技会場や駅など
に飾花します。

【申し込み締め切り】2019年5月31日（金）
ボランティア（運営・広報）

　各競技会場における受け付け・案内・ドリンクサー
ビス・来場者の誘導・清掃活動・交通整理・駅案内
所等における資料配布・イベント会場におけるPR・
国体ダンスの普及など
※ ボランティアであることを識別できる服飾等・食事等について

は必要に応じて実行委員会が支給します。

一緒に国体に参加して、笠間市を訪れる方々をあたたかくお迎えしましょう！
花いっぱい協力団体、ボランティア、売店出店者を です!募集中

　選手の皆さん、大変お疲れ様でした。今後のご活躍も期待しています！
　来年の国体は地元茨城県での開催です。皆さんのより一層の応援よろしくお願いします。
　茨城国体を盛り上げていきましょう！

　各競技会場における売店を運営していただきます。県内外からの多くの来場
者に、記念となるお土産やあなたのお店の自慢の一品を販売してみませんか？

競　技　名 会　　場 期　　間
軟式野球 笠間市総合公園市民球場 2019年10月4日（金）～7日（月）

クレー射撃 茨城県狩猟者研修センター射撃場 2019年10月5日（土）～7日（月）
ゴルフ（女子・少年男子） 宍戸ヒルズカントリークラブ 2019年9月29日（日）～10月1日（火）

合気道／デモンストレーションスポーツ 合気道特設会場（笠間市吉岡27-1） 2019年8月25日（日）

【申し込み締め切り】2019年5月31日（金）
売 店 出 店 者

競　　技 参　加　者 結　　果

陸上競技　成年男子
砲丸投げ 中

なかむら

村太
だ い ち

地さん 第8位
800m 飯

いいじま

島陸
り く と

斗さん 第7位

軟式野球競技　成年男子 原
は ら だ

田大
だ い き

輝さん、倉
くらもち

持典
のりゆき

幸さん、
河
か わ ら い

原井 惇
じゅん

さん
対愛知県1対3で1回戦敗退

相撲競技　少年男子（団体） 江
え づ れ

連春
は る き

樹さん 予選3試合を行い2勝1敗で予選敗退
柔道競技　成年男子（団体） 石

いしかわ

川竜
りゅうた

太さん 対大阪府1対3で準々決勝敗退

ライフル射撃成年男子 10mS60M(立射）竹
たけざわ

澤 隼
はやと

さん 第6位
10mP60M(伏射） 第8位

笠間市
開催競技

笠間市　国体HP
国体　笠間市 検索
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数 ●人　口：75,030人（−4人）　男�36,732人（＋7人）　女�38,298人（−11人）
●世帯数：28,882世帯（＋22世帯）　●9月の出生数：31人　●9月の死亡数：60人

《常住人口10.1現在》
（　）内 は 前 月 比 較

　待望の長男が生まれ早6年。こども園生活も残すところあと7
か月となりました。
　我が家には、長男のほかに小学5年生の長女と3年生の次女が
います。
　長女は、いつも本を読んだりとインドア派ですが、次女と長
男はボールで遊んだり鬼ごっこしたりととても活発です。
　さらに、長男は段ボールで携帯電話や車を作り「できた！」と、
次々と作品を持ってきてくれます。
　その想像力の豊かさにいつも驚かされ感心してしまいます。
　年々成長する子ども達にだっこやおんぶをせがまれ体力的に
も辛くなってきますが、このように甘えてきてくれるのも限ら
れた間だと思うので、可能な限り期待に応えて成長を見守って
いきたいです。（Y.S）

かさまぽけっとアドレス http://kasama-pocket.jp【問い合わせ】子ども福祉課 TEL0296-77-1101（内線162）
笠間キッズ館アドレス http://kasamacity-kidskan.com【問い合わせ】笠間キッズ館 TEL0296-77-8340
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新米パパのイクメン日記

花と緑のまちなみコンテスト グランプリ作品
　笠間市民憲章推進協議会　健康都市づくり実践活動委員会では、市民憲章条文の美しくゆめのあるまちづくり
を推進するため「花と緑のまちなみコンテスト」を実施しました。厳正なる審査の結果、選ばれたグランプリ作品
をご紹介します。

【問い合わせ】市民活動課（内線133）

笠間市民憲章推進協議会

《個人部門》

藤
ふ じ え だ

枝 富
ふ み こ

美子さん（福田）

《団体・企業部門》

随分附老人会  富
と み た

田 節
せ つ こ

子さん（随分附・活動人数10名）

【植物の種類】
　 サンパチェンス、インパチェンス、ベゴニア、コキア、

マリーゴールド など

【植物の種類】
　マリーゴールドオレンジ、サルビア、アゲラタム、
　トランプジュウム、コキア

　鉢やプランターの土は、毎年新しいものではなく、
継ぎ足して使用しています。そのため、繁殖旺盛なト
レニアやメランポジウム、コキアがいたるところに生
えました。芽生えを別の場所に植えなおしたり、その
ままにして自然寄せ植えにして楽しみました。

　花壇の場所と花のバランスを工夫しました。6月に
植えましたが、今年は水かけが大変で、草取りも4回
程おこないました。花は暑さにも負けずに咲いてくれ
ました。老人会のメンバーも猛暑の中、頑張ってくれ
ました。

平成30年　広報かさま11月号（No.152） 24


